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悪法のさらに上を行く
植民地での治安維持法

多
喜
二
は
東
京
時
代
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
書
記
長
と
し
て
、
新
任
の
書
記
と
な
っ
た
詩
人
金
龍
済
と
短
い
な
が
ら
も
濃
密

な
交
流
を
も
っ
た
。
地
下
潜
行
中
の
多
喜
二
の
レ
ポ
役
も
務
め
た
金
龍
済
は
、
治
安
維
持
法
違
反
で
入
獄
中
に
多
喜
二
の
虐
殺
を
知
っ
て
衝

撃
を
受
け
、
出
獄
後
、
知
ら
れ
ざ
る
「
人
間
小
林
」
の
実
像
を
「
懐
友
」
と
い
う
文
章
に
ま
と
め
、『
朝
鮮
文
学
』
に
寄
稿
す
る
（
一
九
三
七
年

三
月
号
）。
こ
こ
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
通
じ
た
多
喜
二
と
金
龍
済
の
友
情
と
「
連
帯
」
が
あ
る
（『
民
主
文
学
』
二
〇
二
一
年
二
月
号
参
照
）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
日
本
人
と
朝
鮮
人
と
の
友
情
や
「
連
帯
」
は
ご
く
ご
く
わ
ず
か
な
か
た
ち
に
と
ど
ま
っ
た
。
日
本
の
植
民
地
統
治
は

両
者
の
間
に
越
え
が
た
い
分
断
を
も
た
ら
し
た
が
、
朝
鮮
の
民
族
独
立
運
動
や
社
会
運
動
を
弾
圧
す
る
最
大
の
武
器
と
な
っ
た
治
安
維
持
法

が
そ
の
分
断
を
生
み
出
す
大
き
な
要
素
と
な
っ
た
。
治
安
維
持
法
は
日
本
国
内
の
運
用
に
お
い
て
十
分
に
「
悪
法
」
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
に

お
け
る
運
用
で
は
そ
れ
を
上
回
る
「
悪
法
」
ぶ
り
を
発
揮
し
、
植
民
地
統
治
の
後
半
の
二
〇
年
を
下
支
え
し
た
。

治
安
維
持
法
に
よ
る
取
締
と
弾
圧
が
朝
鮮
人
の
独
立
や
社
会
変
革
の
た
め
の
運
動
や
思
想
・
宗
教
を
抑
え
込
ん
だ
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

同
時
に
日
本
人
一
般
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
意
識
を
も
増
幅
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
日
本
国
内
に
お
け
る
治
安
維
持
法
違
反
事

件
関
連
の
新
聞
報
道
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
。…
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日
本
国
内
よ
り
さ
ら
に
残
虐
に
適
用
さ
れ
た
、

植
民
地
朝
鮮
で
の
治
安
維
持
法
。

朝
鮮
民
族
を
徹
底
し
て「
皇
国
の
臣
民
」に

仕
立
て
あ
げ
る
た
め
の
強
権
支
配
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
っ
た
、検
挙
か
ら
刑
の
執
行
、予
防
拘
禁
ま
で
、

そ
の
現
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
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は
じ
め
に

植
民
地
統
治
を
支
え
る
治
安
維
持
法
の「
悪
法
」性
／「
思
想
犯
罪
」処
理
の
流
れ
に
そ
っ
て
／

治
安
維
持
法
関
連
史
料
の
活
用
と
制
約

一 

高
等
警
察
の
拡
充

高
等
警
察
機
構
の
確
立
／
一
九
三
二
年
の
高
等
警
察
拡
充
／
戦
時
体
制
下
の
高
等
警
察
拡
充

二 

内
偵
捜
査
か
ら
検
挙
へ

要
視
察
人
・
要
視
察
団
体
の
内
偵
／
戦
時
下
の
内
偵
捜
査
／
第
一
次
朝
鮮
共
産
党
事
件
検
挙

の
発
端
／
拘
留
処
分
中
の
捜
査
か
ら
／『
朝
鮮
日
報
』社
説
の
批
判

三 

取
調

「
聴
取
書
」と「
訊
問
調
書
」／
容
赦
な
き
叱
責
／「
良
心
」に
訴
え
る
／
執
拗
な
追
及
／「
現
在

の
心
境
」を
問
う
／
証
人
訊
問
／「
訊
問
調
書
」の
偽
造

四 

拷
問

拷
問
の
実
態
を
知
る
手
が
か
り
／
第
一
次
・
第
二
次
朝
鮮
共
産
党
事
件
の
拷
問
／
よ
り
残
虐
な

「
間
島
」領
事
館
警
察
に
よ
る
拷
問
／
日
常
化
す
る
拷
問
／
拷
問
警
察
官
の
処
罰
／
検
察
当
局

の
警
告
／
修
養
同
友
会
事
件
の
拷
問
／
戦
時
下
の
拷
問

五 

送
致

「
素
行
調
書
」／「
意
見
書
」／「
犯
罪
事
実
」の
盛
込
み
／「
捜
査
報
告
書
」と
名
称
を
変
更
／

功
労
記
章

一 

思
想
犯
罪
処
理
の
中
枢
と
し
て

思
想
検
察
の
前
史
／
思
想
検
察
の
確
立
／
思
想
犯
検
挙
の
激
増
と
思
想
検
事
の
増
員
／
思
想

検
事
伊
藤
憲
郎
／「
思
想
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
み
る
分
析
／『
思
想
月
報
』の
発
刊
／
厳
罰
方

針
の
変
容
／「
銃
後
治
安
の
確
保
」の
徹
底
へ
／
高
等
警
察
と
の
応
酬
／
警
察
側
の
検
察
批
判

二 

取
調

検
事
取
調
の
短
さ
／「
訊
問
調
書
」の
具
体
事
例
│
│
第
一
次
朝
鮮
共
産
党
事
件
／「
訊
問
調

書
」の
具
体
事
例
│
│
第
二
次
朝
鮮
共
産
党
事
件
／「
訊
問
調
書
」の
具
体
事
例
│
│
一
九
三

〇
年
前
後
／
検
事
訊
問
時
の
警
察
の
圧
力
／「
訊
問
調
書
」の
捏
造
／
証
人
訊
問

三 

起
訴
処
分

起
訴
か
不
起
訴
か
／「
公
判
請
求
」と「
予
審
請
求
」／「
威
嚇
主
義
」と「
寛
大
な
る
処
置
」／

朝
鮮
共
産
党
関
係
の「
予
審
請
求
」／
第
二
条「
協
議
」想
定
の「
予
審
請
求
」／
民
族
独
立
運

動
事
件
の「
予
審
請
求
」／「
予
審
終
結
決
定
」に
対
す
る「
意
見
書
」／「
予
審
終
結
決
定
」に

対
す
る
検
察
の
抗
告
／
戦
時
下
に
増
え
た「
公
判
請
求
」／
不
起
訴
の
理
由

一 

思
想
係
予
審
判
事

予
審
判
事
の
役
割
／
二
人
の
思
想
係
予
審
判
事
│
│
五
井
節
蔵
と
脇
鉄
一
／
思
想
係
予
審
判

事
の
設
置
と
拡
充
／
予
審
判
事
不
足
と
勾
留
の
長
期
化

二 

取
調

第
一
次
朝
鮮
共
産
党
事
件
の
新
義
州
地
方
法
院
予
審
／
第
一
次
・
第
二
次
朝
鮮
共
産
党
事
件
の

京
城
地
方
法
院
予
審
／
予
審「
訊
問
調
書
」の
捏
造
／
警
察「
訊
問
調
書
」に
そ
っ
て
／
予
断
に

も
と
づ
く「
犯
罪
事
実
」の
強
要
／「
独
立
」の
認
識
の
追
及
／
予
審
で
の
拷
問
／
署
名
拇
印
の

ご
ま
か
し

三 

予
審
終
結
決
定

「
公
判
に
付
す
」か「
免
訴
す
」か
／
公
判「
判
決
」に
転
用
／
共
産
主
義
運
動
関
係
の「
予
審
終

結
決
定
」／
無
政
府
主
義
・
民
族
主
義
運
動
関
係
の「
予
審
終
結
決
定
」／
宗
教
関
係
の「
予

審
終
結
決
定
」／「
予
審
終
結
決
定
」に
検
事
が
抗
告
す
る
ケ
ー
ス
／
予
審
終
結
イ
コ
ー
ル「
有

罪
」決
定
／
ハ
ン
グ
ル
新
聞
の
報
道

一 

公
判
の
訊
問
と
陳
述

朝
鮮
で
の
思
想
判
事
／
開
廷
の
状
況
／
波
乱
の
法
廷
│
│
第
一
次
・
第
二
次
朝
鮮
共
産
党
事

件
公
判
／
拷
問
の
暴
露
と
裁
判
長
忌
避
／「
案
外
軽
い
」判
決
／「
治
安
維
持
法
は
古
今
稀
な

悪
法
」│
│
権
五
　
の
陳
述
／
総
督
政
治
へ
の
理
解
と
同
意
を
求
め
る
裁
判
長
│
│
民
族
独
立

運
動
事
件
公
判
／
十
字
架
党
事
件
公
判
に
お
け
る
訊
問
と
陳
述
／
日
中
戦
争
全
面
化
と
寛
大

な
処
分
の
消
滅
／「
牛
刀
を
も
っ
て
鶏
を
割
く
」厳
罰
／
諺
文
研
究
会
事
件
公
判
に
お
け
る
訊

問
と
陳
述
／
控
訴
審
│
│
第
一
審
と
同
等
の
量
刑
／
控
訴
審
│
│
減
刑
さ
れ
る
ケ
ー
ス
／
控

訴
審
│
│
検
事
か
ら
の
控
訴
ケ
ー
ス
／
上
告
審
│
│
木
で
鼻
を
括
っ
た
よ
う
な
棄
却
／
上
告

審
│
│
検
事
の
上
告
も
棄
却
／
朝
鮮
人
判
事
の
関
与
／
朝
鮮
人
判
事
の
来
歴

二 

判
決
全
般
の
特
性

平
均
刑
期
／
日
本
国
内
と
の
量
刑
の
比
較
／
一
年
未
満
の
量
刑
／
無
罪
判
決
│
│「
公
訴
事

実
」の
証
明
不
十
分
／
無
罪
判
決
│
│「
訊
問
調
書
」の
偽
造
／
軽
微
な
事
案
に
も
実
刑
／
執

行
猶
予
の
基
準
／
戦
時
下
の
執
行
猶
予
の
減
少
／
目
的
遂
行
罪
の
適
用
／
謝
罪
な
き
刑
事
補

償
／「
訊
問
調
書
」の
証
拠
能
力
／
朝
鮮
少
年
令
の
施
行
に
よ
る
不
定
期
刑
の
導
入

三 

公
判
に
お
け
る
弁
護
活
動

人
権
弁
護
士
ト
ロ
イ
カ
／
多
数
を
占
め
た
官
選
弁
護
／
日
本
国
内
か
ら
か
け
つ
け
る
│
│
朝

鮮
共
産
党
事
件
公
判
の
布
施
辰
治
／
鈴
木
義
男
の
修
養
同
友
会
事
件
弁
護
／
裁
判
闘
争
へ
の

処
罰
／
事
実
誤
認
を
柱
と
す
る
弁
論
／
量
刑
不
当
と
す
る
弁
論
／
拷
問
に
よ
る
虚
偽
供
述
と

す
る
弁
論
／
情
状
酌
量
を
求
め
る
弁
論
／「
国
体
」変
革
の
拡
張
解
釈
を
不
当
と
す
る
弁
論

一 

行
刑

受
刑
者
の
増
加
／
独
房
増
設
と
看
守
長
増
員
／
行
刑
の
状
況
│
│
劣
悪
な
環
境
／
行
刑
の
状

況
│
│
反
抗
・
抵
抗
・
教
化
／「
転
向
」の
誘
導
と
促
進
／
戦
時
下
の「
転
向
」表
明
／
仮
出
獄

│
│「
改
悛
の
状
顕
著
」／「
累
進
得
点
原
簿
」／
金
斗
禎
の
仮
出
獄
／
仮
出
獄
の
ハ
ー
ド
ル
の

上
昇
／
さ
ら
に
厳
格
化
す
る
仮
出
獄

二 

保
護
観
察

思
想
犯
保
護
観
察
法
施
行
を
め
ぐ
る
新
聞
論
調
／
保
護
観
察
所
の
開
設
と
そ
の
陣
容
／
保
護

観
察
の
審
査
、解
除
、更
新
／「
保
護
」か
ら「
観
察
」「
思
想
の
指
導
」へ
／
警
察
と
の
協
調
／

時
局
対
応
全
鮮
思
想
報
国
連
盟
の
結
成
／
思
想
報
国
連
盟
か
ら
大
和
塾
へ
／
皇
民
化
政
策
の

先
鋒
と
し
て

三 

予
防
拘
禁

予
防
拘
禁
制
度
の
先
行
／
予
防
拘
禁
所
の
開
設
／
予
防
拘
禁
所
の
実
際

あ
と
が
き
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治
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持
法
の「
現
場
」

│
│
治
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持
法
事
件
は
ど
う
裁
か
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た
か

朝
鮮
の
治
安
維
持
法
の「
現
場
」

│
│
治
安
維
持
法
事
件
は
ど
う
裁
か
れ
た
か

朝
鮮
の
治
安
維
持
法
│
│
運
用
の
通
史

﹇
刊
行
予
定
﹈

以
下
、Ⅱ
↓
Ⅴ
の
順
で
刊
行
！

ⅠⅢⅣ

二
〇
二
一
年
五
月

二
〇
二
二
年
五
月

二
〇
二
二
年
一
月

治
安
維
持
法
の
成
立
と「
改
正
」史

台
湾
・「
満
洲
国
」の
治
安
維
持
法

ⅡⅤ

二
〇
二
二
年
一
二
月

二
〇
二
三
年
五
月

荻
野
富
士
夫
（
お
ぎ
の
・
ふ
じ
お
）

一
九
五
三
年
　
埼
玉
県
生
ま
れ

一
九
八
七
年
よ
り
小
樽
商
科
大
学
勤
務

二
〇
一
八
年
よ
り
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
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版
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